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第 2次泉南市子ども読書活動
推進計画を策定しました

　子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感

性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものに

し、人生をより深く生きる力を身に着けていく上

で、欠くことができないものです。本市では、子

どもの読書活動の推進に関する法律に基づき、未

来を担う子どもたちが豊かな読書活動を行えるよ

う環境を整備し、家庭、地域、学校・園、関係機

関等がより一層連携して、子どもの読書活動を推

進していきます。第 2 次計画では、第 1 次計画

の課題や社会情勢等を踏まえ、平成 30 年度から

34 年度までの具体的な取組を定めています。計

画は、図書館ウェブサイトでご覧いただけます。

【関連サイト】市ウェブサイト＞図書館ウェブサ

イト

【問合せ】図書館（☎ 482-7766）

【とき】5 月 27 日㈰午前

9 時～ 12 時〈午前の部〉、

午後1時～4時〈午後の部〉

【ところ】 淡輪ヨットハー

バー

【対象】小学生以上（小学

生は保護者同伴）

【定員】100 名（モーターボート 10 名、クルーザーヨット 70 名、

ディンギーヨット 20 名）（申込順）

【参加費】 1 名につき 300 円（保険料）

【申込み】 往復ハガキで、参加希望時間帯（午前の部、午後の部）、

試乗希望コース（試乗艇の種類）、郵便番号、住所、参加者氏名、

電話番号、年齢を明記の上、（一財）大阪府マリーナ協会へ。4 月

1 日㈰から受付。参加の可否は、返信ハガキで通知します

【問合せ】（一財）大阪府マリーナ協会（〒 599-0301 泉南郡岬町淡輪

6190 ／☎ 494-2335 ／ FAX494-2005 ／ http://tannowa-yh.

o.oo7.jp/）

淡輪ヨットハーバー「ヨット・モーターボート体験試乗会」

↑モーターボート（左）、クルーザー
ヨット（中）、ディンギーヨット（右）

　市内の保育園所、幼稚園、こども園、小学校、中学校の

職員でつくる泉南市人権教育研究協議会（市人研）の研究

部会では、絵本「おこだでませんように」（くすのきしげ

のり・作）を教材に「子どもの権利」について考える保育・

授業の研究を一年間続けてきました。総括会では、「子ど

もの権利」を守るのは私たち大人であるということを意識

し、子どもとのパートナーシップで協働していくために、

次のような関わりが大切であると確認されました。

①子どもの行動には必ず理由があるということを、大人が

理解しようとする姿勢が大切

　子どものつぶやきや話は必ず最後まで聴く、時には一対

一でゆっくりと聴く、大人だけでルールを決めるのではな

く子どもと一緒に考える、子どもの声なき声を聴こうとす

るなど、大人が率先して態度で示すことが大切だと話し合

われました

②子どもが「自分の気持ちを受け止めてもらえる心地よさ」

を体験できる保育や授業の積み重ねが大切

　子どもが授業中に「わからない」と言える雰囲気づくり

と、そのときに教え合いができる場がある授業は、子ども

たちにとって安心して受けられる授業になる。

　乳児は、声のトーンや表情、視線等で意見を表明してい

ることを大人が受け止め、応答的なやりとりをすることが

大切だと話し合われました

③子どもと大人が協働し、話し合って決めることが大切

　ある学級では「意見の木」に意見を書いて貼り、すべての

子どもの意見が表明できる場を設けました。そこで対立しそ

うになった時「意見の木は、ケンカをするためではなく心地

よい学級にするためにあるはず」と話し合う子どもたちの姿

がありました。大人が子どもの意見を傾聴し、共感しながら

「こんな方法はどう？」「これだったらできるよ」とやりとり

し、共に考えながら決めていくことで、子どもは自分が大切

にされていると実感できることがわかりました

　今回の研究をとおして、子どもへの関わりを振り返り、

子どもの行動の意味を考えることで、子どもへの声のかけ

方が変わったという報告もありました。「～したい」と子

ども自らが発信できる環境を整えることで、子どもたちが

保育や授業で参加・参画する経験を重ね、社会での積極的

参加者へと育っていくよう支援することが大切だと確認で

きました。

シリーズ：子どもの権利No.63

子どもと大人のパートナーシップのために

小学 4 年生から 18 歳までの皆さん
せんなん子ども会議に参加しませんか
学校を通じて申込むか、下記へ連絡してください。

【問合せ】泉南市子どもの権利に関する条例事務

局（人権教育課☎ 483-3672 ／ FAX483-7306

／ e-mail:jinkenkyouiku@city.sennan.lg.jp）


